
2月20日第4号

五里ごり舘

城陽市歴史讐慧讐（芸憲諾意孟悪日雷儲
TELOワr74－55－7611FAX0774－55－7612

、．城陽を走った電車の話
一奈良電から近鉄へ一
平成24年（2012年）

や1月28日は）～3月25日伯）
但し、1月30日、2月6・13・14・20・27日、3月5・12・19・21日は休館
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と
ま
れ

大
正
1
4
年
（
1
9
2
5
）

1
1
月
　
7
8
8
2
人

1
8
5
0
円遡

5
月
6
日

奈
良
電
気
鉄
道
株

式
会
社
創
立
。

新
入
社
員
と
し
て
入
社
。

什
H
什

大
正
1
5
年
（
1
9
2
6
）

大
正
天
皇
崩
御
　
昭
和
に

な
る
。
宇
治
～
西
大
寺
の

工
事
に
許
可
を
も
ら
う
。

※
向
か
い
の
人
に
「
あ
り
だ

と
う
」
と
い
っ
て
2
マ
ス

進
む
。

刀

昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
1
月

線
路
を
ひ
く
た
め
の
土
地
を

買
い
始
め
る
。
少
々
路
線
変

更
。

昭
和
4
年

（
1
9
2
9
）
7
月

木
津
川
水
泳
場
を
つ
く
っ

て
み
た
。
臨
時
の
駅
舎
が
で
き

る
。
※
平
泳
ぎ
の
ま
ね
を
し
て

2
マ
ス
進
む
。什
丑

昭
和
7
年
（
1
9
3
2
）
日
月

木
津
川
グ
ラ
イ
ダ

ー
場
が
で
き
た
。

日
曜
に
み
ん
な
で
遊
び

に
行
く
。

］
‖
【

昭
和
2
0
年
（
1
9
4
5
）
8
月

終
戦
。
占
領
政
策
下
に
入
る
。

G
H
Q
用
の
特
別
列
車
が
1
日

1
往
復
走
る
。
大
久
保
、
狛
田
に

も
G
H
Q
が
駐
屯
す
る
。

※
向
か
い
の
人
に
「
ハ
ロ
ー
」
と

あ
い
さ
っ
す
る
。

¶

昭
和
3
8
年
（
1
9
6
3
）
1

0
月
1
日

奈
良
電
鉄
が
近
鉄
電
車
へ
吸
収
合
併
さ
れ
る
。

※
「
さ
よ
な
ら
奈
良
電
」
と
小
さ
く
つ
ぶ
や
く
。

近
鉄
電
車
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

※
「
こ
ん
に
ち
は
近
鉄
」
と
両
隣
と

昭
和
3
年
（
1
9
2
8
）

2
月
～
5
月

田
辺
町
に
田
辺
車
庫
を

つ
く
る
。
（
現
新
田
辺
駅
）

電
気
部
門
が
車
両
デ
ハ

ボ
ー
0
0
0
形
を
作
り
始

め
る
。
特
徴
　
セ
ミ
・
ス

握
手
を
す
る
。

■虚多

※
1
回
鮪
む
。

jヽ」ヽ′ヽ▼

什
什

昭
和
16
年
（
1
9
4
1
）
1
2
月

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
。

奈
良
竃
も
戦
争
の
た
め
の
物

資
輸
送
や
人
の
輸
送
に
使
わ

れ
る
。

※
み
ん
な
に
「
お
つ
か
れ
さ

ま
」
と
い
う
。

h
H

昭
和
15
年
（
1
9
4
0
）

紀
元
2
6
0
0
年
大
輸
送

橿
原
神
宮
に
お
参
り
に
行
く
。

1
0
0
0
万
人
が
参
拝
す
る
。

運
輸
収
入
1
0
0
万
円
を
突
破
。

※
み
ん
な
た
拍
手
し
て
専
ら

う
。
3
マ
ス
進
む
。

テ
ィ
ー
ル
カ
ー
　
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
付
き

最
高
時
速
9
5
キ
ロ
2
4

両
を
田
辺
車
庫
で
組
立

て
る
。

※
み
ん
な
に
「
が
ん
ば

っ
た
ね
」
と
い
っ
て

専
ら
う
。
什
仙

昭
和
3
年
（
1
9
2
8
）
4
月

澱
川
橋
梁
の
建
設
工
事
着
工
。

鉄
鋼
材
が
足
り
な
い
の
で
8
3
％
の

1
5
0
0
ト
ン
を
ア
メ
リ
カ
ベ
ツ
レ
ヘ

ム
社
に
電
報
で
発
注
す
る
。

※
再
議
で
「
ハ
ロ
ー
　
ウ
イ
ア
ー
ナ
ラ

テ
ン
。
ウ
イ
　
ワ
ン
ト
　
ト
コ
ハ
∵
－

チ
エ
イ
ス
　
ス
テ
イ
ー
几
ズ
　
オ
フ

コ
ア
カ
ン
パ
ニ
ー
。
」
と
い
う
。

昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
3
月

廃
線
に
な
っ
て
い
た
旧
国

鉄
奈
良
線
の
払
い
下

げ
を
申
請
し
た
。
現
在
の

京
都
駅
～
伏
見
駅
区
間
。

X
I
マ
ス
進
む
。

工
事
Ⅰ

向
島
あ
た
り
の
大
和
街
道
沿

い
巨
椋
池
東
側
8
0
0
ヘ
ク
タ

ー
ル
水
深
1
～
4
m
を
埋
め

立
て
る
。

※
左
と
な
り
の
人
に
「
大
丈
六

？
」
と
心
配
し
て
専
ら
う
。

工
事
Ⅱ

工
事
Ⅲ

道

淀
川
に
5
4
0
フ
ィ
ー
ト
の

橋
梁
を
架
け
る
事
に
す
る
。

橋
脚
の
な
い
橋
桁
橋
で

当
時
の
東
洋
最
大
。

※
み
ん
な
た
「
す
ザ
」
－
い
」
と

い
っ
て
専
ら
う
。

伏
見
支
線
（
桃
山
御
陵
前
駅
）
　
▼

へ
は
線
路
を
高
架
橋
か
、
御

陵
参
道
を
陸
橋
に
す
る
か
悩

む
。
※
－
回
休
む
。

写責提供

1、2、3、4、5、7、9、101近鮭日本鉄道株式会社

6　■並川金三郎氏

8　小笹惧茂氏



と
ま
れ

出
発
進
行

大
正
8
年
（
1
9
1
9
）

地
方
鉄
道
法
が
で
き
た
。

よ
ろ
こ
ん
で
み
ん
な
で
奈
良
竃
の

建
設
許
可
を
申
請
す
る
。

京
阪
電
気
鉄
道
中
書
島
停
留
所
を
起

点
、
大
阪
電
気
軌
道
奈
良
停
留
所
付

近
を
終
点
と
す
る
。

昭
和
3
年
（
1
9
2
8
）
日
月
3
日

桃
山
御
陸
前
～
西
大
寺
問
開
通
－
・

桃
山
御
陸
前
駅
で
開
通
式
を
挙
げ
る
。

1
0
年
目
に
し
て
や
っ
と
列
車
が
通
っ

た
。
み
ん
な
の
眼
に
涙
が
浮
か
ぶ
。

※
「
お
め
で
と
う
ー
」

廿歴二二∴

と
み
ん
な
に
い

丁
て
こ
ノ
ミ
ー
つ
l

昭
和
3
年
（
1
9
2
8
）
日
月
1
4
日

遅
れ
て
京
都
～
桃
山
御
陸
前

間
も
監
査
が
終
了
。
不
具
合

が
な
い
か
み
ん
な
ド
キ
ド
キ

す
る
。

昭
和
3
年
T
9
2
8
）
1

0
月
2
6
日

桃
山
御
陸
前
～
西
大
寺
間
で
鉄

道
省
の
監
査
が
始
ま
る
。

1
0
月
3
0
日
澱
川
橋
梁
重
量

荷
重
試
験
を
受
け
合
格
す
る
。

1
1
月
1
日
公
式
試
運
転
。

※
み
ん
な
の
ま
わ
り
を

ー
閻
ま
わ
る
。

昭
和
3
年
（
1
9
2
8
）
9
月

伏
見
の
高
架
橋
は
ほ
ぼ
完
成
。

1
0
月
1
6
日
澱
川
橋
梁
も
完
成
。

全
重
量
1
8
3
9
ト
ン

ク
ク
リ
ー
ン
に
塗
っ
て

も
ら
う
。

※
み
ん
な
に
「
か
っ
っ
J

い
い
ー
」
と
い
っ
て

専
ら
う
。

橋
を
ダ
ー

※
胞
た
手
を
あ
て
て
「
き
ん
ち

よ
う
す
る
わ
ー
」
と
い
う
。

廿
十

昭
和
2
0
年
（
1
9
4
5
）
1
2
月
2
1
日

丹
波
橋
駅
に
連
絡
線
を
足
し

京
阪
線
へ
乗
り
入
れ
す
る
。

※
「
あ
り
だ
と
う
」
と
い
っ
て

議
ガ
の
コ
マ
を
好
き
な
マ
ス

に
進
め
る
。

4

大
正
‖
年
（
1
9
2
2
）
7
月

「
関
西
電
軌
」
と
合
併
。

1
1
月
1
6
日
鉄
道
大
臣
よ
り
鉄

道
敷
設
免
許
を
受
け
る
。

※
心
機
一
転
、
出
発
進
行
た

宅
と
る
。

昭
和
3
年
（
1
9
2
8
）
日
月
1
5
日

京
都
～
桃
山
御
陸
前

問
開
通
！

京
都
・
西
大
寺
問
全
線
甲
5

キ
ロ
普
通
6
8
分
　
急
行
5
7
分

1
日
の
平
均
乗
客
と
収
入

昭
和
3
6
年
（
1
9
6
1
）
9
月
1
6
日

第
2
室
戸
台
風
。

電
線
の
切
断
な
ど
Ⅷ
箇
所
。

全
線
開
通
に
4
日
間
か
か
る

※
－
回
休
む
。

：ト』

乗
務
員
に
な
る
た
め
の
4
ケ
月

の
大
特
訓
が
始
ま
る
。
運
転

手
と
車
掌
見
習
1
0
4
名
が
大

阪
電
軌
二
景
阪
電
鉄
に
訓
練
に

行
く
。
駅
員
は
4
4
名
が
新
京
阪

鉄
道
で
訓
練
。

※
隣
の
人
に
「
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
－
す
」
と
い
う
。

岬
H
什

運
輸
部
門
が
活
動
を
始
め
る
。

運
輸
規
定
を
決
め
る
。

タ
イ
ヤ
ク
一
フ
ム
を
決
め
る
。

※
「
あ
ー
忙
し
い
」
と
い
っ
て

雄
ガ
の
コ
マ
を

ー
マ
ス
進
め
る

¶
刃

電
気
部
門
が
変
電
所
を
建

て
始
め
る
。

設
置
場
所
　
山
田
川
・
寺
田
・

伏
見
電
気
部
門
が
信
号
機
を
設

置
し
始
め
る
。
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特別展関連事業●ふれあい教室

「鉄道模型をつくろう！」
時

所

師

象

員

込

日

場

講

対

定

申

平成24年2月18日（土）13：30～15：30

城陽市歴史民俗資料館　工作室

左近則嗣氏

小学校高学年以上

18名　　参加費　500円程度

）
0

版
型
を
す

ヱ
綬
台
ま

伊
達
示
り

ま
鉄
届
く

ガ
で
の
つ

2月1日（水）午前10時より電話または来館にて受付

手作りワークショップ⑥

「季節の料理をつくろう！

一恵万巻＆飾り等寿司」
日　時　平成24年1月29日（臼）

13：00～16：00（受付12：30～）

場　所　寺田コミュニティセンター

調理実習室

講　師　資料館職員

対　象　小学校高学年以上

定　員16名

参加費　500円程度

申　込　電話または来館にて受付中

■　・・　、　■　■　　　　　　■、　∴・J

特別展関連事業●第71回文化財講演会

テーマ奈良電開通の頃
－パノラマ地図の時代

師
時
講
日
宇治而歴史資料館　小嶋正亮氏

平成24年2月11日（土・祝）

13：30～15：00

場　所　寺田コミュニティセンター　会議室

手作りワークショップ⑥

「布のコサージュを
つくろう日

日　時　平成24年3月4日（日）

13：30～16：00（受付13：00～）

場　所　城陽市歴史民俗資料館

工作室

講　師　資料館職員

対　象　小学校高学年以上

定　員　20名

参加費　300円程度

申　込　2月11日（土）午前10時より

電話または来館にて受付

■開館時間　午前10時～午後5時（入館は午後4時30分まで）

■休館日　月曜日（祝休日の場合は開館）
祝休日の翌日（土・日曜日の場合は開館）

12月28日～1月4日

■観覧料　おとな　　　200円（140円）

小・中学生100円（70円）

＜団体料金＞おとな　　160円（110円）
小・中学生　80円（50円）

※団体は20名様以上
※（）内はプラネタリウムとの共通観覧の場合の資料館

観覧料

＜次の方は観覧料が免除されます＞
★城陽市内在住の65歳以上の方

★城陽市内在住の小・中学生

★城陽市内在住の身体障害者手帳等をお持ちの方
★城陽市外の小ヰ学校の団体観覧（但し、児童・生徒のみ）

土
　
7

金
　
6

木
5
水
4
火
3

月
　
2

日
　
1

413121110198

12029181716151

82726252423222

130392

土
　
4

金
　
3

木
2
水
1

火月日

110198765

81716151413121

19　20　21　22

26　27　28　29

524232

申込不要
参加無料

勾玉をつくろう！
毎月第4土曜日は勾玉デー！！

1月28日・2月25日・3月24日

各日13：30－（15：30受付終了）

場　所　城陽市歴史民俗資料館

工作室

対　象　小学3年生以上

参加費　おとな200円

こども100円

申込不要

轡争

資料館マスコット「ごりごりくん」

ごりごりくんは心優しい豪族コリラ

です。

「五里五里の里」の「ごり」とその
語感からコリラをキャラクター化した
ものです。

古墳・遺跡の多い城陽市の特徴から

古墳時代を思わせる姿になっています。

土
　
3

金
　
2

木
1

水火日
＝

［
口

01987654

71615141312111

1819　20　2122 23　24

25　26　27　28　29　30

五里ごり館通信　第4号　平成23年（2011年）12月20日発行
編集・発行　五里ごり館（城陽市歴史民俗資料館）〒610－0121京都府城陽市寺田今堀1番地　TEL0774－55－7611FAXO774－55－7612

31


